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社⻑の加藤でございます。

本⽇は、弊社の決算説明会にご出席いただき、誠にありがとうございます。

本来ならば対⾯で直接皆さまにご説明したかったのですが、今回は新型コ
ロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、やむなくリモートでの決算説明とさせてい
ただきます。

私からは、上期の市場環境と業績、そして通期業績の⾒通しについてご説
明させていただきます。
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まず、当社グループにおける市場環境につきましては、国内市場はビル空調
分野においては、第1四半期会計期間における緊急事態宣⾔などによる影響
により投資を先送りする動きが⾒られました。

また、産業空調分野においても、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響に
よる景気悪化の影響や先⾏き不透明感の⾼まりにより、各メーカーによる設
備投資は慎重な動きが続きました。

海外市場も国内と同様に、産業空調分野、⾃動⾞塗装分野ともに、各
メーカーの設備投資は調整局⾯が続きました。
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続いて、上期の業績についてご説明いたします。

今期は新型コロナウイルス感染拡⼤の影響により、業績予想の開⽰を8⽉
11⽇の第1四半期決算発表のタイミングに⾏いました。

そのため、上期の業績予想に対して、ほぼ想定通りの結果となりました。



続いて、通期の業績予想についてご説明いたします。
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まず、市場環境の⾒通しについてご説明いたしますと、
環境システム事業では、ビル空調分野の建設需要は、リモートワークの普及

によりオフィスビル需要の減退感が強まり、短期的には計画延期・縮⼩の動き
があるものの、⼤型再開発やリニューアル需要、データセンターなど、中⻑期
的には底堅く推移する⾒通しです。

産業空調分野では、国内、海外ともに新型コロナウイルス感染症拡⼤の影
響による景気悪化に伴い、短期的に設備投資は調整局⾯が継続する⾒込
みです。⼀⽅、スピード感に懸念はありますが、中⻑期的には5Gの普及や
CASEの本格化により、国内、海外ともに、需要は回復に向かうと考えていま
す。

また、塗装システム事業については、⾜元では新型コロナウイルスの感染再
拡⼤により、依然として先⾏きは不透明な状況が続いており、設備投資は調
整局⾯が継続する⾒込みです。

このような状況のもと、先程もお伝えした通り、第1四半期決算発表時に開
⽰した今期の業績予想に対し、上期の実績はほぼ想定通り推移していること
から、現時点では通期業績予想を据え置くこととしました。

引き続き中期経営計画の基本⽅針に則り、各施策を着実に実⾏し、今期
の業績達成を⽬指してまいります。

なお、中計の各戦略における今期の成果や取組みについては、この後、管
理本部⻑の中川より、決算説明に続いて最後に触れさせていただきます。
私からのご説明は以上となります。
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管理本部⻑の中川です。

当⾴からは、2021年３⽉期上期決算につきましてご説明いたします。
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当⾴は、事業別の受注⼯事⾼を前年同期⽐でまとめています。
まず、全社においては、239億円減少し、945億円となりました。
そのうち、環境システム事業は191億円減少し、594億円となりました。
ビル空調分野は、前年同期に⼤型案件の受注があったことによる反動減に

加え、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により、短期的に投資を先送りす
る動きがあったことなどから、74億円減少し、161億円となりました。

産業空調分野は、国内は前年同期に⼤型案件の受注があったことによる反
動減に加え、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響による景気悪化に伴い、
設備投資は調整局⾯が続いたことにより、122億円減少し、238億円となりま
した。

⼀⽅、海外は同じく景気悪化の影響を受けましたが、タイにおいて⼤型再開
発案件の受注があったことなどにより、5億円増加し、194億円となりました。

また、塗装システム事業は、今期は欧州で⾮⽇系顧客からの⼤型案件の受
注があったものの、景気悪化の影響により設備投資は調整局⾯が続いたこと
や、前年同期は北⽶で豊富な受注があったことなどから、48億円減少し、
350億円となりました。
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当⾴は、同じく受注⼯事⾼について、期初予想⽐で⽰しております。

なお、業績予想値は、8⽉11⽇の第1四半期決算発表時に開⽰した内容
となります。

まず、全社では、期初予想を45億円上回りました。

そのうち、環境システム事業は、期初予想を44億円上回りました。

ビル空調分野は、新型コロナウイルス感染拡⼤による顧客の投資時期先送
りの動きを鑑みて下期以降の出件を⾒込んでいた案件が、上期に前倒しで
受注となったことなどにより、予想を上回る結果となりました。

産業空調の国内は、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響による景気悪
化に伴い、投資計画が先送りとなったことなどにより、予想を下回りました。

⼀⽅、塗装システム事業は、ほぼ予想通りの結果となりました。
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当⾴は、事業別完成⼯事⾼を前年同期⽐で⽰しております。
まず、全社では233億円減少し、815億円となりました。

そのうち、環境システム事業は188億円減少し、573億円となりました。
ビル空調分野は、前年同期は⼤型再開発案件の出来⾼が伸びたため、今

期は反動減となりました。

産業空調の国内は、前年同期は複数の⼤型案件が⼤きく進捗したことも
あり、今期は減少となりました。

また、産業空調の海外は、繰越⼯事⾼は前期期初より多かったものの、⼯
期的に今期上期会計期間の完⼯に寄与する案件が少なかったことにより減
少しました。

続いて、塗装システム事業におきましては、繰越⼯事⾼が前期期初より少な
かったことにより、全体では45億円減少し242億円となりました。

なお、両事業とも海外において、ロックダウン中は施⼯活動が制限されまし
たが、影響は軽微でした。



当⾴は、同じく完成⼯事⾼を予想⽐でまとめています。

環境システム事業、塗装システム事業ともにほぼ予想通りの結果となりまし
た。
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当⾴は、事業別利益を前年同期⽐でまとめています。

まず、経常利益は全社ベースでは39億円減少し、37億円となりました。

そのうち、環境システム事業においては、完成⼯事⾼が⼤幅に減少したこと
により、経常利益は30億円減少し、44億円となりました。

塗装システム事業は、景気悪化の影響に伴い、⽐較的収益性が⾼い地域
における完⼯⾼が減少したことなどにより、経常⾚字となりました。
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当⾴は、同じく利益について予想⽐でまとめています。

環境システム事業、塗装システム事業ともにほぼ予想通りの結果となりまし
た。
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当⾴は、３ヶ年の業績の推移を表しています。ご参照ください。
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当⾴は、先ほどご説明しました事業ごとの完成⼯事⾼、経常利益額の推移
をグラフで⽰しています。ご参照ください。



当⾴は、受注⼯事⾼・完成⼯事⾼・繰越⼯事⾼の事業分野ごとの内訳と
推移を⽰しております。
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当⾴は、海外の完成⼯事⾼の推移についてです。

左のグラフは国内海外の内訳と海外⽐率の推移を⽰しています。

今期の完成⼯事⾼は、前年同期に対し国内・海外ともに減少しましたが、
国内の減少がより⼤きかったため海外⽐率は上昇しました。
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当⾴は、海外主要５社の完成⼯事⾼の推移を⽰しております。

Geico社の2018年上期は、北⽶における⾃動⾞塗装の⼤型案件が寄与
したため⾼い⽔準となっています。
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当⾴は、連結の貸借対照表となります。

当社は、資本提携による海外事業領域の拡⼤に向けた取り組みとして、
2020年7⽉30⽇にインドにおいてクリーンルーム向けパネルの製造・販売会
社Nicomac社に出資し、⼦会社化しました。

本件の概要につきましては後段で別途ご案内しますが、業績への影響につ
きましては、みなし取得⽇を2020年９⽉30⽇にしているため、当第２四半
期連結累計期間においては、Nicomac社の貸借対照表のみ連結しており、
損益計算書については連結しておりません。

その結果、のれんが前期末より40億円増加しております。



当⾴からは、環境システム事業の業績についてご説明いたします。

左のグラフは受注⼯事⾼、右のグラフは完成⼯事⾼について事業分野別に
推移を⽰しております。

受注⼯事⾼は、国内での減少が続き、海外⽐率は上昇傾向となりました。

完成⼯事⾼は、国内・海外ともに減少しましたが、国内の減少幅がより⼤
きく、海外⽐率は上昇しました。
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当⾴は、 「個別」の市場種別受注状況となります。

電機・電⼦分野と事務所分野の受注は、前年同期に⼤型案件の受注が
あったことによる反動減に加え、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響もあ
り、⼤幅減少となりました。
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当⾴は、環境システム事業の「連結」の市場種別受注状況となります。

電気・電⼦分野の受注は、海外においても景気悪化により、設備投資は調
整局⾯が続いたため減少しました。

⼀⽅、事務所については、今期はタイで⼤型再開発案件の受注があったこ
とにより、単体における前年同期との差は縮まりました。
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当⾴は、リニューアル⼯事の推移です。

ビル空調分野におけるリニューアル⼯事の受注⼯事⾼は、今期は⼤型リ
ニューアル案件の受注により増加しました。
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当⾴からは、塗装システム事業についての説明となります。

受注⼯事⾼の海外⽐率は上昇傾向となりました。

完成⼯事⾼については、前年同期⽐で国内、海外とも減少しましたが、国
内の減少幅が⼤きく、海外⽐率は上昇しました。
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当⾴は、⾮⽇系⾃動⾞メーカーからの受注⼯事⾼⽐率についてです。

今期は欧州において⾮⽇系顧客からの⼤型案件の受注があったことによ
り、⾮⽇系⽐率は⼤幅に増加しました。
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当⾴からは、計上⾦額が5億円以上となった受注・売上案件と、10億円以
上の繰越案件についてまとめております。ご参照ください。
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当⾴は、2021年3⽉期の事業別予想値となります。

第1四半期決算発表時に開⽰した今期の業績予想に対し、上期の実績は
ほぼ想定通り推移していることから、現時点では通期業績予想を据え置いて
おります。

なお、想定為替レート、および為替差による影響についてスライド下部に記
載しておりますのでご確認ください。

32



当⾴からは、全社および各事業における受注⼯事⾼、完成⼯事⾼の業績
予想をお⽰ししておりますのでご参照いただければと思います。
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当⾴では、⾃社株式の取得・消却実績についてご説明いたします。

基本⽅針としましては、資本効率の向上と機動的な財務政策の実現を⽬
的として、⾃社株取得・消却を弾⼒的に実施していきます。
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当⾴においては、配当についてご説明いたします。

当社は、利益配当⾦による株主の皆様への利益還元を最重要施策のひと
つとして考え、連結配当性向35％を⽬標とし、かつ、安定的な配当を実施し
ていくことを基本⽅針としております。

2021年３⽉期の年間配当予想⾦額につきましては、業績及び当配当⽅
針を総合的に勘案した結果、１株当たり90円としております。
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続きまして当⾴からは、中期経営計画の各戦略における取り組みにつきまし
てご案内させていただきます。
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当⾴は、本中計の『⻑期ビジョン／数値⽬標／投資テーマ』について記載
しております。

40



続いて『基本⽅針と⽅向性・戦略』について記載しております。
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当⾴からは中計の各戦略における取組みのうち、今期の実績についてご案内
いたします。

まず、『事業を通じた社会的ニーズへの対応』における実績についてご報告さ
せていただきます。

新型コロナウイルスの感染拡⼤が続く中、当社はこれまでの空調制御技術を
活かした社会貢献ができないかという観点から、ウイルス感染リスクを低減させ
る製品を開発しました。

まず7⽉初めに、災害時の緊急避難所⽤に、新型コロナウイルスの感染リス
クを低減できるシェルター「バリアーキューブ」を開発・発表しました。

これまでの避難所⽤シェルターは、カーテンやダンボールにより間仕切りを設け
るタイプが⼀般的でしたが、⼤気社ではよりプライベート性の⾼い完全個室タ
イプを採⽤するとともに、当社の空調技術を取り⼊れ、内部の空気の⾼い清浄
度を維持することで新型コロナウイルスの感染リスクの低減に有効なシェルター
となります。

シェルター内の空気の⾼い清浄度を維持する仕組みとして、給気ファン付
HEPAフィルター（High Efficiency Particulate Air Filterの略、⾼い
空気清浄能を持つ超⾼性能フィルター）を備えていることが最⼤の特⻑となり
ます。
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さらに7⽉末には、病院や診療所などにおいて、処置に当たる医療従事者が
患者と対⾯となる診察時やPCR検査などの検体採取時において、必要な場
所に配置するだけでウイルス感染リスク低減が実現できる、移動式⾼性能エ
アバリアユニット「Air Infection Block Plus」を開発・発表しました。

この装置は、処置を⾏うための開⼝部における「エアカーテン」と、吸気⼝を
患者側に集中させる「⼀⽅向気流」により医療従事者を守ることができます。

また、殺菌効果をプラスしたHEPAフィルターの採⽤で２次感染を抑制する
ことができます。

43



次に、『資本提携による海外事業領域の拡⼤』における実績についてご報
告させていただきます。

当社は今年7⽉にインドにおいてクリーンルーム向けパネルの製造・販売会
社 Nicomac社に対する資本参加を⾏いました。

このNicomac社はインド製薬メーカーを主要な顧客として、⾼品質なパネ
ルを製造・販売しておりますが、
今回の資本参加を機に、中⻑期的に経済成⻑が⾒込まれるインド市場にお
いて、⾼機能の空調設備を必要とする医薬品製造環境を中⼼に、
同社のパネル製造、据付技術と当社の空調設備技術の融合により、同国の
クリーンルーム建設市場への対応⼒強化を⽬指していきます。

当社は、今後も成⻑市場における積極的なM＆Aを継続的に検討していく
⽅針です。
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当⾴からは、各戦略における進⾏中の主な取り組みについて記載しておりま
すのでご参照ください。
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今後も、半期毎の決算説明資料におきまして、進捗のご報告をさせていた
だく予定です。

私からのご説明は以上となります。

ご清聴いただき、ありがとうございました。
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